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仮設の重要性を最も理解し進化させていきます

導杭レス

HiDoレス®工法

NETIS登録 NO:KT-120094-VE活用促進技術 G桟橋®を上部工に活用

工法特徴
G桟橋®と専用受桁を活用し導杭レス施工
工期短縮・安全性向上
G桟橋®で最大橋長14.0ｍを確保し杭本数削減
長スパン化で河積阻害率低減
鋼管杭を活用し、下部工を簡素化
ブレス材、橋軸・橋軸直角杭本数削減

NEW!NEW!

1

2

3

ヒロセならもっと・・・
安全に、 早く、 経済的！
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技 術 概 要 
 

技術名称 デジタル重量計「トラ・スケ」. 
担当部署 技術管理部 

担当者 相原 亮 

NETIS登録番号  CG-220002-A 電話番号 082-847-3583 

会社名等 アイウイングス株式会社 MAIL inf@aiwings.com 

技術の概要 １．技術開発の背景及び契機 
過積載への取り締まりが厳しくなったことで、中型以下のダンプにも車載できる自重計が
あればという現場作業員からの要望がキッカケで開発に着手した。 
開発を進める中でその技術によるメリットの大きさを実感した。 
 
２．技術の内容 
車載式のデジタル重量計装置 
取り付ければ簡単に脱着でき、電源を入れてダンプアップ(5～10cm)するだけで正確な重量
が計れる。 
 
３．技術の効果 
①体積計算などで時間のかかる過積載対策の管理を簡略化できる 
②運搬の都度計量できるため過積載を防げる 
③積み込みの都度計量できることで最大積載量に近い運搬ができるため、施工効率の向上
につながる 
④積み込み材料のあらゆる材質や比重にも対応できるため、管理がしやすくなる 
⑤過積載による車両や構造物への負担を軽減でき、過積載による事故が防げる 
⑥計量に必要な費用が取付による費用のみで経済的負担の軽減ができる 
 
 
４．技術の適用範囲 
①-20℃から70度までの気温で計量可能 
②器械が水没しない場所 
③パワーテイクオフ装置を装備した350kgの積み荷ダンプ式軽トラから10ｔ大型ダンプまで 
 
５．活用実績（2022年10月31日現在） 
国土交通省：国道２号線西条保守工事 3ｔダンプ １台 
広島県：一級河川大田川水系猿候川高潮対策工事（仁保4-1工区）10ｔダンプ １台ほか 
 
取り付け台数合計（2017年～2022年） 
軽ダンプ（１台）・3ｔダンプ(4台)・4ｔダンプ(1台)・10ｔダンプ(7台) 
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６．写真・図・表 
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技 術 概 要 
 

技術名称 IRIワイヤレス路面測定技術「ACTUS」 
担当部署 交通・都市部門 道路グループ 

担当者 田中 裕子 

NETIS登録番号 KK-210066-A 電話番号 06-6374-4482 

会社名等 株式会社ニュージェック MAIL tanakayk@newjec.co.jp 

技術の概要 １．技術開発の背景及び契機 

舗装定期点検は、概ね5年ごとに、ひび割れ率、わだち掘れ量、IRI（国際ラフネス指

数）を、高精度カメラやレーザ変位計等を搭載した路面性状測定車により状態把握から診

断までを行う。道路は交通量・環境・気象条件等により劣化の進行状況が異なり、５年ご

との点検だけではその状況を適宜正確に把握することが難しい。また路面性状測定車は国

内台数も限られており、搭載する機器操作も高度であり、日常的に簡単・便利・精度良く

測定できる手軽な路面測定技術へのニーズがあった。 

こうした状況を踏まえて、一般車両に取り付けつることができIRI 計測に限定し、状態

をいち早く把握できるシステムとしてACTUSを共同開発（北見工業大学、東京農業大学、

PROFICT LAB、寿エンジニアリング）した。 

 

２．技術の内容 

ACTUSは加速度センサー（2個）を一般車両のサスペンション上下に取り付け、走行しな

がらセンサーからのデータを車内に設置した本体モジュールに無線送信し、IRI算定原理に

即した伝達関数法の補正により算出するIRI簡易計測システム技術である。位置情報は

GPS/GNSSからの測位と、自律航法の採用（ジャイロセンサ、車速パルス等の活用）により

トンネルなどGPS/GNSS信号の受信が困難な環境下においても測位可能なシステムである。

路面データと位置情報データを結合しリアルタイムでモニタリングが可能であり、その結

果を地図や図面上にわかり易くプロット表示することができる。 

 

３．技術の効果 
本技術のシステム及び一般車両（HV・EV車可）の活用に伴い、簡易かつリアルタイムで

路面状況を把握することができ、あらゆる道路への適用、経済性・施工性の向上、工期短

縮、地球環境への影響抑制（CO2削減など）が期待できる。 

今後さらなるコンパクト化、高精度化、データ自動蓄積化を目指し、道路管理パトロー

ル車、バス、トラックなど自動車産業全体を対象としてACTUSを活用いただき、得られるビ

ッグデータから広範囲で長期的な高頻度モニタリングシステムに発展させていきたい。 

 

４．技術の適用範囲 

①一般道、自動車専用道の車道上（地方部、都市部すべての道路が適用可能） 

②連続作業時間は、電源装置や取得データ確認を含め5時間程度としている 

③GPS環境が良好なら位置情報がより高精度となる 

④走行速度は20～120km/h、路面温度は-20～+85℃ 

 

５．活用実績（2022年11月1日現在） 
（１）国の機関 

令和2年度現場ニーズと技術シーズのマッチング 

国土交通省 近畿地方整備局 

https://www.kkr.mlit.go.jp/plan/i-construction/matching.html 

（２）高速道路会社 

  ①西日本高速道路エンジニアリング九州（株）2019.08.29～2020.02.28 

   業務名：IRI簡易計測装置による路面平坦性調査方針検討業務 

  ②西日本高速道路エンジニアリング九州（株）2020.04.15～2020.10.30 

   業務名：IRI簡易計測技術の分析評価業務 
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６．写真・図・表 

 
 

～ACTUS機器取付状況～ 
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